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佐々木 元康

1983年、佐賀県有田町 に生まれる。

2002年、早稲田大学 理工学部化学科 入学。

2008年、大正製薬株式会社 入社。
分析研究者として約7年半勤務。

2015年、有田町地域おこし協力隊 として有田へUターン。

2018年、特定非営利活動法人灯す屋 設立。

2019年、一般社団法人佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク 設立。

Motoyasu Sasaki

特定非営利活動法人灯す屋 代表理事
一般社団法人佐賀県地域おこし協力隊ネットワーク 代表理事
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2011年3月 東日本大震災

• 2011年4月、ボランティアチーム「ボーズ」を結成

• 月に1度のペースで、宮城県南三陸町へのボランティアツアーを企画。

• 2015年8月まで、計34回実施。メンバー 101名。

Uターンのきっかけ
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南三陸を通して
地方のすばらしさ、家族の大切さを知る。 3



有田町 地域おこし協力隊

Mission
-空き家活用推進
-移住・定住促進
- まちの情報発信

- 内山地区の活性化

活動拠点
まちのオフィス春陽堂
（内山地区）
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「名水百選」
「水源の森百選」

竜
門
峡

岳
の
棚
田

「棚田百選」

地域資源のバリエーションの豊富さ
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まちと自然の距離感がよい
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まちの人たちの暮らしをより豊かにするために、
空き家活用を推進し、

移住・定住を支援するまちづくり団体
（地域おこし協力隊 退任とほぼ同時に設立）

特定非営利活動法人
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有田町の空き家

有田町の空き家等の数

世帯数

空家率の近似値

651軒

7,852軒

12軒に1軒が、空き家

2017年12月の調査結果より

8.3％
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月１回実施

開催回数 45回
空き家活用件数 ８３件 11 
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2017年4月に開業

移住者の受入れ数 11名（全員が職人またはアーティスト）
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“内山地区を何とかしたい！”

陶器市以外でも活用して欲しいと思っている空き店舗の
オーナーが何人かいるので、その人たちと出店希望者と
つなげる方法は何かないだろうか？
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2日間×年2回 イベント開催
これまでに5回開催（うち1回はコロナで中止） 16
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年中オープンする人気店の誕生。
空き家だらけのまちに変化の兆しが生まれる。
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移住支援に取り組む中で感じる
移住者の多くが直面する課題

•孤独感・孤立感

•仕事以外での交流の機会が少ない

•友達がいない

•将来への不安

•言葉が理解できない

•離職

•都市部への出戻り
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ARITA STARTUP HOUSE
PROJECT

「移住してきた人たちが暮らし始める場所」

「移住者とまちに暮らすひとが交流できる場所」

2nd FLOOR
居住スペース

1st FLOOR
交流スペース

まちとつながる暮らし

弊法人みずから、
空き家を改修し、

移住者に活用してもらう
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移住者 － 移住希望者 － 地元の人
人と人のつながりを作る交流イベント

（佐賀県庁 移住支援室との共催）
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©2020 灯す屋

－ 有田の人たちに愛されるお土産品をつくる

－ 有田と灯す屋の関係人口を増やす

ちゃわん最中を通して、有田の暮らしをより豊かに

有
田
銘
菓
の
復
活
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県内で地域づくりに取り組むプレイヤーをつなげる
未来の地域づくりプレイヤーを生み出す

主催：佐賀県 さが創生推進課 25



「地域づくり」って一体なんだろう?

地域をつくるなんて、壮大で難しいこと。

だけど、どんなに大きな成功事例も、
踏み出した小さな一歩が、はじまりだと思うのです。

それが、多くの人を巻き込んでまちや社会を変えていく。

佐賀県では、地域のために、家族のために、自分のために夢を描き、
その夢に挑む「ローカリスト」たちが活躍しています。

やがて、夢はたくさんの共感を生んで、地域を変化させ、
少しずつ佐賀を明るい未来へと進めていくでしょう。

「ローカリストアカデミー」は、
地域で活動する「ローカリスト」と出会い、「地域づくり活動」の魅力と可能性をみつける機会です。

これからの佐賀を変えるのは、 あなたの次の小さな一歩からはじまります。
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SAGA LOCALIST

2018年度
12名

2019年度
10名

2020年度
10名（予定）

ローカリスト同士の
つながりが生まれた

レストランオーナー、旅館当主、農家、市
民活動団体、福祉施設経営者、猟師、カ
フェ経営者 など
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車で１時間半以内でどこへでも行ける
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特定非営利活動法人

ご清聴ありがとうございました。




